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私たちは「愛」と「和」の精神を大切にします。
そして患者さまの人権を尊重し、

「地域の皆さまに信頼され愛される病院」を
目指します。

東和会グループ理念

　また、地域住民の皆さまの健康を維持するために、

かかりつけの診療所・クリニックの先生方と連携

を密にし、さらに介護が必要な方には介護保険や

サービス、ケアプラン、障害福祉サービスなど、

地域と一体となって多面的に皆さまを支えて参り

ます。

　これからも皆さまが住み慣れた地域で幸せな暮

らしが送れるよう、地域で手を取り合ってサポー

トして参ります。今後とも何卒宜しくお願い申し

上げます。

　皆さまこんにちは。東和会は本年１月より社会医

療法人の認定を受け、社会医療法人東和会としてよ

り公益性高く医療を提供しております。

　近年少子高齢化・人口減少など、皆さまの暮らし

を取り巻く状況もさまざまな変化が生じていること

と思います。私たち社会医療法人東和会は、地域で

生活されている皆さまが、これまでと変わらず安心・

安全で幸せな暮らしを送る

ことができるよう、日々の

生活から急な入院までサポ

ートをしております。

　社会医療法人東和会では、高度急性期から慢性期

までの幅広い医療機能を有しますが、その中におい

て第二東和会病院は回復期機能を担っております。

回復期機能は、高度急性期・急性期機能と在宅を繋

ぐ重要な役割と考え、患者さまが早期かつ円滑に社

会復帰やご自宅等での普段の生活に戻ることができ

るよう、多職種連携チームで診療を行っております。

患者さまの早期かつ円滑な
社会復帰のために

広報誌発刊にあたってのご挨拶

地域と一体となって
皆さまを支えます

住み慣れた地域で
幸せな暮らしを

社会医療法人東和会
理事長　大西 恭子



　第二東和会病院広報誌「LINK」を発刊するにあ

たり、一言ご挨拶を申し上げます。まず、令和６年

１月１日に発生した能登半島地震に被災された皆さ

まに心よりお見舞いを申し上げます。

　社会医療法人東和会は、医療のみならず介護・福

祉も含め、グループ全体で大阪府三島圏域に暮らし

ておられる皆さまの健康を守るための活動を行って

います。

　第二東和会病院は 1990 年 11 月に開設。2004

年６月に 93 床の療養型病院に。2006 年 11 月には

３階の46床を回復期リハビリテーション病棟とし、

2015 年２月には２階の 47 床を地域包括ケア病棟

としました。

　現在は、回復期機能専門病院として、以下のよう

な患者さま等の入院、加療、リハビリ等を行なって

います。

 ●急性期治療後の患者さま

 ●在宅からの亜急性期治療目的の患者さま

 ●在宅復帰、施設入所、療養型病院への入院等の

　 退院調整が目的の患者さま

　３階、回復期リハビリテーション病棟では主に

急性期病院での外科的治療後のリハビリを行って

います（平均在院日数 46.7 日、在宅復帰率 94.9

％〈2023 年実績〉）。

　２階、地域包括ケア病棟では、主に急性期病院

での治療後のリハビリ、在宅や外来からの亜急性

期疾患患者さま等に対する入院加療、リハビリ等

を行っています（平均在院日数 34.5 日、在宅復帰

率 85.2％〈2023 年実績〉）。

　第二東和会病院は地域の病院と緊密に連携しま

す。そして、これからの日本に求められている地

域完結型の医療、介護、福祉を目指します。

　今後も東和会グループの理念に沿って、地域の

皆さまの健康と生活を守り、皆さまと共に歩んで

行きたいと思っております。どうぞよろしくお願

い致します。

第二東和会病院
院長

山﨑　元

第二東和会病院の
　あゆみとこれから

第二東和会病院のあゆみ

第二東和会病院の概要

地域の皆さまに愛される病院に
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　外来部門では内科・外科・整形外科・脳神経外科・耳
鼻咽喉科・皮膚科・リハビリテーション科があり、第１・３・
４木曜日は脳卒中後遺症の手足の筋肉のつっぱりや、こ
わばりに対しての痙縮ボトックス注射も実施しています。

　急性期治療を終えて一定程度状態
が安定した患者さまを受け入れてい
ます。
　個々の病状や病態に応じて、医療、
介護、リハビリを提供すると共に、
寝たきり予防や在宅復帰に向けた支
援を行っています。

　脳血管疾患・骨折などが発症して
すぐの患者さまや手術直後の患者さ
まに対して、専門的リハビリを集中
して実施します。
　早期の自宅復帰・社会復帰を目的
として、治療・入院を提供しています。

●
各
科
担
当
医
師

１階

３階

２階

内科 外科 整形外科
脳神経
外科

耳鼻
いんこう科 皮膚科

第二東和会病院
各フロアー案内

46床

47床
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　かかりつけ医からご依頼をい
ただき、単純Ｘ-Ｐ・ＣＴ（80列）・
エコー・骨密度検査（エコー）
を承っております。少ない待ち
時間で、スムーズに検査を受け
られます。
　在宅の高齢患者さまの送迎も
承っております。

　東和会グループには、訪
問看護施設、訪問リハビリ
介護施設、介護老人保健施
設、デイケアセンターなど、
退院後の皆さまを支援する
サービスが整っています。

　入院中、急性疾患が発生
した場合には、第一東和会
病院にて検査・治療を行い
ます。3.0T の最新型 MRI を
はじめ、320 列のマルチ CT
など優れた最新設備が患者
さまの入院をバックアップ
いたします。

介護施設など第二東和会病院

第二東和会病院
こんな特徴が
あります
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地域に愛される医療をめざして…

東和会グループ
https://towakai-med.or.jp/

　当院は、患者さまが住み慣れた地域で安心して療養生活を送れるよう在宅支援医師との連携を

強化しています。また、緊急時に在宅で療養を行っている患者さまが直ちに入院できるなど、必

要に応じた医療・看護を提供できる病院

です。

　地域連携室では医療・介護・包括支援等、

他職種との連携を構築し、「病院の地域連

携室」から「地域の地域連携室」を目指

して取り組んでいます。窓口にて気軽に

ご相談ください。

地域連携室より

072-674-1008（代表）

月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土
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診察室
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１
診察室

2
診察室

3
診察室

耳鼻科

外
来
診
察
表

外
来
診
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表

林

綿谷

在田

榊原

山﨑

在田

村尾

綿谷

在田

飯田

在田

榊原

山﨑

在田

飯田

中島廣

山﨑

飯田

中島廣 榊原

在田
14時～16時

村尾 林

綿谷

２,４週
河上

（整形外科）

１,３,５週森内
２,４週南

（整形外科）

フットケア
外来

9時半～12時

朴
片山

（脳神経外科）

逢坂
（皮膚科）

大阪医大
（耳鼻咽喉科）

清水
（整形外科）
14時～16時

１,３,５週南
（整形外科）
14時～16時

2,4 週井元
（痙縮ボトックス）
14時～16時

大阪医大
（耳鼻咽喉科）
14時～16時


